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論文の構成



研究背景

•319ヵ所が被災 被害額は
8230億円。漁港

•全壊した市場は22ヶ所魚市場

•７道県に所在する2108施設のう
ち、全壊が570施設、半壊113施
設、浸水140施設

加工施設



1. 今の復興計画の実施現状を把握し、今後、考慮すべ
き事項や改善すべき事項について検討を行う。

2. 復興計画の立案方法について検討し、立案の考え方
について提案する。

研究目的



 漁業者が減少及び高齢化

 消費者の魚離れ

 魚の価格が低下する。

震災前水産業の現状



震災後水産業の状況



水産業の被災状況



宮城県の被災状況



 産業被害は、全体で6087億円

 水産業の被害状況特徴は、

 ①海面漁業・養殖業年間生産額に対する被害額が甚大

 ②水産業の基盤となる設備・施設が壊滅的な状態

 ③岩手県の漁業者は小規模経営体が多い

 ④県下24漁協のうち、14漁協の事務所が流失・全壊

岩手県の震災状況



農林水産省の復興計画



宮城県の復興計画



岩手県の復興計画



 水産品の付加価値の問題

 雇用の問題

 人口の流失の問題

復興計画実施現状における問題点



発生した問題点の整理

雇用問題人口流失

水揚げされた
魚が比較的低価格

加工施設の再
建の遅れ

魚水揚げ量が
回復した

漁港と水産加工施設の復興
が同時にされていない

収入が確保できない

水産品の付加価値が
低い

鮮魚・冷凍魚として販
売される

漁港の整備が
進んでいる



水産業サプライチェーンのボトルネックが発生

複数加工施設の再建の遅れ

関連産業の整備の遅れ

原因の整理



水産業のサプライチェーン



ボトルネックの発生



複数の加工施設の再建



関連産業の整備



 水産加工業を再建するための要素を整理して、必要の
量を推計する。

 缶詰工場を例とする。



要素の整理



 漁獲量と各要素の関係が分かっていれば、ある地域の
漁獲量からその要素の量を予測することができる。

 Ｙ＝a+bＸ （回帰式）

 Ｙ：予測値

 a：切片

 ｂ：傾き（回帰係数）

缶詰加工業についての復興計画



荷捌所規模



荷捌所規模

Y１＝0.24595482X+11996.411



製氷能力



製氷能力

Y2＝0.003194X+102.1361



貯氷能力



貯氷能力

Y3＝0.049007369X+295.5812171



 被災した地域で実施している水産復興計画について、
遅れたこととサプライチェーンの考慮が不十分であるこ
とが分かった。

 魚缶詰の生産施設を再建するための要素を集め、各
要素の必要の量を回帰分析で推計した。

 加工施設の再建するとき、回帰式を使い、当地の漁獲
量に応じ、適切の生産能力を整備することができる。過
剰設備の存在を防ぐことになる。

結論



今回の回帰分析は、北海道のデータを取り除いたもの
を計算した。推計する式は北海道に適合するかどうか、
北海道を含めての検討が必要である。

今後の課題



ご清聴ありがとうございます。


